
平成２８年１１月３０日（水）
第２回東海村（仮称）村松地区周辺地域活性化計画策定検討委員会

Ｂグループ意見一覧

カテゴリ コメント（付箋に書かれた意見）

駐車場の確保（原研グラウンド）

大型トイレの設置（原研グラウンド）

ミニ道の駅（原研グラウンド）

阿漕ヶ浦のパーク，遊歩道の整備

阿漕ヶ浦公園から２４５号へトンネルを造り，道の駅（真砂寮の辺り）をつなぐ

Ｊ－ＰＡＲＣへの阿漕ヶ浦からの道路（隋道をつなぐ）

Ｊ－ＰＡＲＣのテーマパーク

宿地区に駐車場確保

釣り場の整備（海・川）

新川にフナ・ザリガニ等昔いた生物を放流する

緑地を残す

美しい自然を村内外の人に見せる

国道２４５号に道の駅を造る（真砂寮跡）

東海駅から八間道路をつなぐ（整備含む）

村松晴嵐の碑周辺整備

松くい虫―どう対処するか？

さわやかトイレの再整備

高校・大学のスポーツ合宿に利用しやすい環境整備

科学と歴史の融和

各エリアのアクセス，道路の整備

大型バスの入れる大きな駐車場（国道２４５号沿い）

公共交通（バス）充実

東海駅からの交通の便を良くする

外部からの来園者が留まれる場所（グラウンド以外）をつくる

村外来村者へのもてなしの必要（※道の駅・商店等通過点にならないようなもの）

観光会社への売り込み

現実拡張技術で見えなかった歴史やジオパーク的動きを資源として活用する

地域ごとの点のゆめをどうつなげるか。ソフトは何か

地図に魅力をかく。それを地域でつなげる

「魅力」「人の流れ」「地域」「時間（歴史）」ｅｔｃ．つながり

東海村ならではは，点のポイントばかりでなくソフトの取組が大切

地元の人が楽しく安らげる自慢したくなる地域。環境，活動

「見える物」だけでなく「見えない物」を見せる様にすることが大切

「わくわくどきどき」魅力を捜し，考え，作り出し，「つなげる」

既存施設ばかりでなく，新しい地域やソフトで新しい夢の実現をめざす

阿漕ヶ浦公園

旧幼稚園保育所用地

細浦青畝

村松地区

全体
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実現には金・政治･立場がそれぞれの関係者である共通の夢の実現を，それぞれを認め合うことが大切

自慢するもの自慢化するための活動

自慢できる「もの」だけでなく「活動」が大切　形＋心

物を作る→施設　夢を作る→活動　両立しないと地域は動かない

活動は地域がやすらぐ夢を実現するごとが“力”の源

全体


